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京田辺市は、公
式ツイッターを
運用しています。

郵
便
局
は
、
市
制
１５
周
年
に

合
わ
せ
、
オ
リ
ジ
ナ
ル
フ
レ
ー

ム
切
手
「
一
休
さ
ん
と
玉
露
の

ま
ち
京
田
辺
」を
販
売
し
ま
す
。

【
販
売
終
了
】

４
月
２７
日
㈮

【
販
売
場
所
】

京
田
辺
市
・
城
陽
市
・
井
手

町
内
の
各
郵
便
局

【
内
容
】

京
田
辺
市
の
名
所
・
伝
統
行

事
な
ど
が
描
か
れ
た
８０
円
切
手

１０
枚
入
り
シ
ー
ト

【
販
売
価
格
】

１
千
２
０
０
円

【
問
合
せ
先
】

▼
大
住
郵
便
局
（
☎
６２
・

９
９
０
５
）
▼
各
郵
便
局

市
と
府
は
、「
知
事
と
市
長
と
和
ぃ

和
ぃ
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
」を
開
き
ま
す
。

石
井
明
三
市
長
と
山
田
啓
二
京
都

府
知
事
が
、
地
域
で
の
さ
ま
ざ
ま
な

課
題
な
ど
に
つ
い
て
、
市
民
の
み
な

さ
ん
か
ら
の
質
問
に
お
答
え
し
ま

す
。
市
長
や
知
事
と
意
見
交
換
し
ま

せ
ん
か
。

日
時
＝
２
月
１９
日
㈰
午
後
１
時
～

２
時
３０
分

場
所
＝
中
央
公
民
館

対
象
＝
市
内
に
在
住
・
通
勤
・
通

学
す
る
人

テ
ー
マ
＝
京
都
府
知
事
と
京
田
辺

市
長
と
京
田
辺
市
に
つ
い
て
語
ろ
う

定
員
＝
先
着
２
０
０
人

入
場
料
＝
無
料

申
し
込
み
＝
不
要

保
育
（
生
後
６
カ
月
以
上
）
を
希

望
す
る
人
は
、
２
月
１０
日
㈮
ま
で
に

京
都
府
広
報
課
へ
申
し
込
ん
で
く
だ

さ
い
。

問
合
せ
先
＝
▼
市
長
公
室（
☎
６４
・

１
３
２
０
）
▼
京
都
府
広
報
課
（
☎

０
７
５
・
４
１
４
・
４
０
７
１
）

石井市長山田知事

京田辺市電話相談「ひとやすみコール」
の電話番号を変更しました。

やる気が出ない・うつかもしれない・
身近に自殺をほのめかしている人がいる
など、自分自身や身近な人のことで悩ん
でいませんか。一人で悩まないで、まず
は相談してみましょう。専門の相談員が
悩みをお聴きします。

ひとやすみコール番号＝63-7088
相談曜日・時間＝毎週水曜日、午後 5 時

～ 8 時
問合せ先＝障害福祉課（☎ 64-1372）

住
民
基
本
台
帳
シ
ス
テ

ム
改
修
の
た
め
、
次
の
期

間
、
住
基
カ
ー
ド
・
電
子

証
明
書
・
広
域
交
付
の
住

民
票
の
発
行
が
で
き
ま
せ

ん
。
ご
理
解
を
お
願
い
し

ま
す
。

【
期
間
】

２
月
１３
日
㈪
～
１５
日
㈬

【
問
合
せ
先
】

市
民
年
金
課
（
☎
６４
・

１
３
３
０
）

記念フレーム切手で
手紙を出そう

「おんごろどん、うち
か、横槌（よこづち）ど
んのおんまい（お見舞い）
じゃ～」とモグラおくり
の歌を歌う子どもたちの
元気な声がこだまする。
1月 8日、宮ノ口地区
で「おんごろどん」が行
われ、小学生 5人が各家
を回りました。
「おんごろ」とはモグ
ラのことで、「おんごろ
どん」は宮ノ口と江津地
区で古くから伝わる農耕
行事。モグラおくりの歌

に合わせながら、わらに
縄を巻き付けた横槌で地
面をたたき、モグラを追
い払います。子どもたち
は、畑を荒らすモグラを
退治しようと、寒さに負
けず、どの家でも全力で
地面をたたいていました
（＝写真）。
7回目の参加となる井
上秀真くん（12）は、「疲
れるけど頑張ったので、
今年もお米や野菜がたく
さんとれたらいいなと思
う」と話してくれました。
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防
災
情
報
メ
ー
ル
へ
の

登
録
は
、も
う
済
ん
で
い
ま

す
か
。

市
が
昨
年
１２
月
か
ら
配

信
を
始
め
た
同
メ
ー
ル
の

登
録
・
情
報
料
は
無
料
で
す

（
受
信
料
は
利
用
者
負
担
で

す
）。
す
べ
て
の
携
帯
電
話

会
社
の
携
帯
電
話
や
パ
ソ

コ
ン
か
ら
登
録
で
き
、全
国

ど
こ
で
で
も
京
田
辺
市
の

災
害
・
防
災
情
報
を
受
信
す

る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

遠
方
に
住
む
家
族
や
市

外
で
仕
事
を
す
る
人
も
、登

録
す
る
と
、市
内
で
災
害
が

発
生
し
た
場
合
、メ
ー
ル
が

届
き
ま
す
の
で
、ぜ
ひ
ご
活

用
く
だ
さ
い
。

【
配
信
内
容
】

Ｊ

－

Ａ
Ｌ
Ｅ
Ｒ
Ｔ
メ
ー

ル
＝
総
務
省
消
防
庁
の
全

国
瞬
時
警
報
シ
ス
テ
ム（
Ｊ

－

Ａ
Ｌ
Ｅ
Ｒ
Ｔ
）
か
ら
発

信
さ
れ
る
京
田
辺
市
に
関

す
る
次
の
情
報
を
お
知
ら

せ
し
ま
す

▼
地
震
情
報（
震
度
３
以

上
）
▼
気
象
警
報
（
大
雨
・

洪
水
・
大
雪
・
暴
風
・
暴
風

雪
）▼
土
砂
災
害
警
戒
情
報

▼
有
事
情
報（
弾
道
ミ
サ
イ

ル
、
大
規
模
テ
ロ
、
ゲ
リ

ラ
・
特
殊
攻
撃
情
報
な
ど
）

災
害
情
報
等
緊
急
メ
ー

ル
＝
市
が
発
信
す
る
次
の

情
報
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

受
信
す
る
地
域
を
利
用
者

が
選
択
で
き
ま
す

▼
避
難
勧
告
・
指
示
な
ど

の
避
難
情
報
▼
避
難
所
開

設
情
報
▼
そ
の
他
緊
急
情

報
【
登
録
方
法
】

京
田
辺
市
防
災
情
報

メ
ー
ル
サ
ー
ビ
ス
（
▼

パ
ソ
コ
ン
＝http://

panasender.jyouhou-

station.jp/Kyota-M
ain/

▼
携
帯
電
話
＝http://

panasender.jyouhou-
station.jp/Kyota-M

ain/
mobile/main.html

）
に
ア

ク
セ
ス
し
、案
内
に
従
っ
て

登
録
し
て
く
だ
さ
い

受
信
す
る
メ
ー
ル
ア
ド

レ
ス
は
、４１
文
字
以
上
は
登

録
で
き
ま
せ
ん（
＠
以
降
の

ド
メ
イ
ン
名
も
文
字
数
に

含
み
ま
す
）。

【
問
合
せ
先
】

安
心
ま
ち
づ
く
り
室（
☎

６４
・
１
３
０
７
）

携帯電話の場合、こちら
からも登録できます

１
月
８
日
の
消
防
出
初

式
で
、
優
良
消
防
団
員
の

表
彰
を
行
い
ま
し
た
。
表

彰
を
受
け
た
人
は
次
の
と

お
り
で
す
（
敬
称
略
）。

【
府
消
防
協
会
長
表
彰
】

▼
勤
功
章
…
白
石
敏
幸

（
大
住
全
域
）

▼
精
績
章
…
市
村
友
一

（
南
山
西
）・
長
井
一
晃
（
河

原
）▼

精
勤
章
…
小
田
壽
士

（
東
林
）・
南
隆
幸
（
水
取
）・

小
田
啓
之
（
東
林
）・
市
川

明
（
興
戸
）・
長
谷
川
薫
（
高

木
・
同
志
社
住
宅
）

【
府
消
防
協
会
綴
喜
支

部
表
彰
】

▼
綴
喜
支
部
長
章
…
大

串
謙
司
（
出
垣
内
・
二
又
・

山
崎
）・
古
林
勝
（
東
林
）・

西
田
和
俊
（
打
田
）・
古
庄

敏
郎
（
田
辺
）・
矢
尾
壽
章

（
出
垣
内
・
二
又
・
山
崎
）・

伊
東
伸
介
（
普
賢
寺
）・
芝

裕
章
（
三
野
・
岡
村
）・
守

岡
正
幸
（
三
野
・
岡
村
）・

竹
村
浩
治
（
田
辺
）・
大
谷

隆
宏
（
興
戸
）・
藤
本
吉
史

（
南
山
東
）・
小
泉
城
次
（
山

本
）・
秋
山
良
太
（
高
木
・

同
志
社
住
宅
）・
脇
坂
秀
樹

（
打
田
）・
向
井
一
夫
（
高

船
）・
中
島
卓
信
（
天
王
）・

南
利
潔
（
水
取
）

【
京
田
辺
市
長
表
彰
】

▼
永
年
勤
続
功
労
章
…

前
川
和
樹
（
松
井
・
山
手
）・

城
戸
竜
治
（
興
戸
）・
大
冨

健
次
（
水
取
）・
田
中
宏
和

（
全
域
）・
日
比
正
勝
（
南

山
西
）・
中
西
拓
也（
天
王
）・

本
林
千
治
（
東
林
）・
北
村

賢
司
（
興
戸
）・
北
川
達
志

（
南
山
東
）・
岡
西
直
樹
（
高

船
）・
大
冨
健
治
（
水
取
）

▼
功
績
章
…
秋
元
真
一

（
天
王
）・
近
本
吉
久（
三
野
・

岡
村
）・
古
林
勝
（
東
林
）・

宮
原
一
幸
（
田
辺
）・
村
雲

康
伸
（
普
賢
寺
）・
澤
井
淳

（
三
野
・
岡
村
）・
古
庄
敏

郎
（
田
辺
）・
植
城
圭
祐
（
高

木
・
同
志
社
住
宅
）・
山
田

正
二
（
宮
ノ
口
）・
川
橋
高

広
（
草
内
）・
杉
本
守
（
南

山
東
）・
大
塚
忠
司
（
高
木
・

同
志
社
住
宅
）・
中
川
忠
男

（
出
垣
内
・
二
又
・
山
崎
）・

中
尾
恒
紀
（
宮
ノ
口
）・
山

本
誠
（
打
田
）・
脇
坂
秀
樹

（
打
田
）・
松
本
良
輔（
天
王
）

【
消
防
団
長
表
彰
】

▼
団
長
章
…
西
村
謙
治

（
河
原
）・
上
村
一
司
（
東
）・

吉
村
浩
一
（
薪
・
一
休
ケ

丘
）・
北
沢
勇
治
（
草
内
）・

菊
間
勇
気
（
山
本
）・
栢
木

大
輔
（
出
垣
内
・
二
又
・

山
崎
）・
藤
原
克
利
（
松
井
・

山
手
）・
上
村
哲
司
（
東
）・

清
水
信
雄
（
打
田
）・
伊
東

伸
介
（
普
賢
寺
）・
河
野
千

春
（
全
域
）・
杉
本
禎
範
（
松

井
・
山
手
）・
相
澤
幹
雄
（
西

八
・
花
住
坂
）・
守
岡
正
幸

（
三
野
・
岡
村
）・
奥
西
剛

史
（
草
内
）・
藤
本
吉
史
（
南

山
東
）・
川
嶋
浩
司（
江
津
）・

中
谷
達
雄
（
高
船
）・
藤
林

大
作
（
水
取
）・
藤
林
禄
大

（
水
取
）・
宮
嵜
茂
信
（
普

賢
寺
）

【
問
合
せ
先
】

消
防
本
部
（
☎
６３
・

７
８
２
５
）

年金の相談と手続き先は、人
によって異なります。

▼自営業者・無職の人など
（国民年金の第 1号被保険者）
＝住んでいる市区町村。自身で
手続きをする必要があります

▼サラリーマンと被扶養配
偶者（国民年金の第 2・3号被
保険者）＝勤め先の事業主が手
続きを行いますので、自身で行
う必要はありません

また、次のとおり電話相談を
受け付けますので、ご利用くだ
さい。

▼ねんきんダイヤル＝☎
0570-05-1165。IP 電話・PHS
からは☎ 03-6700-1165。受付
時間は、月～金曜日の午前 8 時
30 分～午後 5 時 15 分（月曜日

〈休日の場合は火曜日〉は午後
7 時まで）、第 2 土曜日の午前
9 時 30 分～午後 4 時。祝日を
除きます

▼京都南年金事務所国民年
金課＝☎ 075-643-2547。年金
加入者の相談を受け付けます

▼京都南年金事務所お客様

相談室＝☎075-644-1165。年金
受給者の相談を受け付けます

面談による相談を希望する
人は、京都南年金事務所（京都
市伏見区竹田七瀬川町 8-1）を
ご利用ください。年金受給者
は、街角の年金相談センター宇
治（宇治市広野町西裏 54-2）で
も面接による相談を行います。

なお、「ねんきん定期便」「厚
生年金加入記録のお知らせ」に
ついては、ねんきん定期便専
用ダイヤル（☎ 0570-058-555。
IP 電 話・PHS か ら は ☎
03-6700-1144）へお問い合わ
せください。

相談・手続きなどで窓口にお
越しの際は、年金手帳か年金証
書と国民健康保険被保険者証
などの公的機関が発行した本
人確認できるもの・印鑑を持参
してください。代理人が手続き
をする場合は、委任状と代理人
自身の本人確認ができるもの
を持参してください。
問合せ先＝市民年金課（☎

64-1333）

市は、各地域の農家組合が管
理・運営する市民農園の利用登
録を受け付けます。市民農園で
地域との交流を深めながら、野
菜作りに挑戦してみませんか。
【利用開始日】
4 月 1 日㈰
【入園資格・料金など】
上表のとおり。1 家族につき

1 区画
【登録方法】
往復ハガキに、希望する農園

名（複数可。第 1・2 希望など
と書いてください）・住所・氏名・
年齢・電話番号を書いて、郵送
してください

【しめきり】
2 月 15 日㈬（必着）
募集区画数は未定です。抽選

で登録順を決定し、空き数に応
じて順位上位の人からの利用と
なります。
【申込・問合せ先】
農政課（☎ 64-1362）

昭
和
５６
年
５
月
３１
日
以

前
の
木
造
住
宅
は
、旧
耐
震

基
準
の
設
計
で
建
て
ら
れ

て
い
ま
す
。

市
は
、
こ
れ
ら
の
住
宅

の
耐
震
化
を
進
め
る
た
め
、

木
造
住
宅
耐
震
診
断
士
派

遣
事
業
の
追
加
募
集
を
行

い
ま
す
。
診
断
後
、
耐
震

改
修
工
事
を
行
う
場
合
は
、

工
事
費
用
の
補
助
制
度（
最

高
１
０
０
万
円
ま
で
補
助
）

も
あ
り
ま
す
。

対
象
住
宅
に
住
ん
で
い

て
耐
震
に
不
安
が
あ
る
人

は
、
ぜ
ひ
ご
利
用
く
だ
さ

い
。対

象
者
＝
住
宅
の
所
有

者
ま
た
は
居
住
者
で
、市
税

な
ど
を
滞
納
し
て
い
な
い

対
象
住
宅
＝
市
内
の
木

造
住
宅
で
、次
の
す
べ
て
に

該
当
す
る
も
の

▼
昭
和
５６
年
５
月
３１
日

以
前
に
着
工
し
、
完
成
し

て
い
る
▼
延
べ
面
積
の
２

分
の
１
以
上
を
住
宅
に
使

用
し
て
い
る
▼
自
己
診
断

「
誰
で
も
で
き
る
わ
が
家
の

耐
震
診
断
」
の
結
果
、評
点

が
１０
点
未
満

内
容
＝
市
か
ら
耐
震
診

断
士
を
派
遣
し
、耐
震
診
断

を
行
い
ま
す
。
診
断
結
果

を
お
知
ら
せ
し
、
改
修
案
・

概
算
工
事
費
の
提
案
も
行

い
ま
す

募
集
戸
数
＝
先
着
８
戸

自
己
負
担
＝
３
千
円

申
込
方
法
＝
開
発
指
導

課
か
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に

あ
る
申
込
書
に
、自
己
診
断

「
誰
で
も
で
き
る
わ
が
家
の

耐
震
診
断
」
結
果
書
、建
物

の
所
有
者
・
建
築
年
数
な
ど

が
分
か
る
書
類（
建
築
確
認

通
知
書
な
ど
）を
添
え
て
提

出
し
て
く
だ
さ
い

自
己
診
断
結
果
書
は
、申

し
込
み
時
に
作
成
す
る
こ

と
も
で
き
ま
す
。

し
め
き
り
＝
２
月
２４
日
㈮

申
込
・
問
合
せ
先
＝
開
発

指
導
課（
☎
６４
・
１
３
４
１
）

市
は
、
介
護
保
険
に
よ
る
福
祉
用
具
（
車

い
す
・
歩
行
器
・
歩
行
補
助
つ
え
）
の
貸
与

を
受
け
た
人
が
身
体
障
害
者
手
帳
を
持
ち
、

一
定
以
上
の
障
が
い
が
あ
る
場
合
、
自
己
負

担
額
を
助
成
し
ま
す
。

【
申
請
対
象
】

平
成
２３
年
７
～
１２
月
の
福
祉
用
具
貸
与
の

自
己
負
担
分

【
対
象
者
・
福
祉
用
具
】

上
表
の
と
お
り

【
申
請
に
必
要
な
も
の
】

介
護
保
険
自
己
負
担
額
の
領
収
書
（
写
し

可
）・
介
護
保
険
被
保
険
者
証
の
写
し
・
印
鑑
・

銀
行
な
ど
の
口
座
番
号
が
分
か
る
も
の

新
た
に
申
請
す
る
人
や
口
座
番
号
を
変
更

す
る
人
は
、
通
帳
の
写
し
（
名
義
・
支
店
名
・

口
座
番
号
が
分
か
る
ペ
ー
ジ
）が
必
要
で
す
。

【
申
請
期
間
】

２
月
１５
日
㈬
～
３
月
１６
日
㈮

【
問
合
せ
先
】

障
害
福
祉
課
（
☎
６４
・
１
３
７
２
）

全
国
大
学
ま
ち
づ
く
り

政
策
フ
ォ
ー
ラ
ム
in
京
田

辺
実
行
委
員
会
は
、「
第
６

回
全
国
大
学
ま
ち
づ
く
り

政
策
フ
ォ
ー
ラ
ム
in
京
田

辺
」
で
学
生
が
行
う
調
査
・

研
究
・
資
料
作
り
を
手
伝
う

「
市
民
サ
ポ
ー
タ
ー
」
を
募

集
し
ま
す
。

同
フ
ォ
ー
ラ
ム
で
は
、
全

国
の
大
学
生
や
大
学
院
生
が

本
市
に
集
い
、
学
生
ら
し
い

自
由
な
発
想
で
政
策
に
つ
い

て
議
論
し
発
表
し
ま
す
。

【
日
程
】

３
月
４
日
㈰
＝
▼
午
後

１
時
３０
分
か
ら
…
フ
ォ
ー

ラ
ム
の
オ
リ
エ
ン
テ
ー

シ
ョ
ン
と
基
調
講
演
▼
午

後
３
時
か
ら
…
市
内
施
設

見
学
▼
午
後
６
時
か
ら
…

交
流
会

３
月
５
日
㈪
＝
▼
午
前

９
時
３０
分
か
ら
…
現
地
調

査
・
研
究
・
資
料
作
り

３
月
６
日
㈫
＝
▼
午
前

９
時
３０
分
か
ら
…
政
策
提

言
の
発
表
▼
午
後
１
時

か
ら
…
交
流
ラ
ン
チ
パ
ー

テ
ィ
ー

交
流
会
・
交
流
ラ
ン
チ

パ
ー
テ
ィ
ー
へ
の
参
加
希

望
者
は
、
交
流
会
４
千
円
・

交
流
ラ
ン
チ
パ
ー
テ
ィ
ー

８
０
０
円
が
必
要
で
す
。

【
会
場
】

同
志
社
大
学
多
々
羅

キ
ャ
ン
パ
ス

【
し
め
き
り
】

２
月
１７
日
㈮

【
申
込
・
問
合
せ
先
】

全
国
大
学
ま
ち
づ
く
り

政
策
フ
ォ
ー
ラ
ム
in
京
田

辺
実
行
委
員
会（
市
民
参
画

課
内
、
☎
６４
・
１
３
１
４
）

市は、離職者に住宅手当を支給し
ます。

また、住宅確保や就労支援員によ
る就労支援などを行います。
【対象】
離職者で就労能力・就労意欲のあ

る人のうち、住宅を喪失しているま
たは喪失するおそれのある人（賃貸
住宅などに住んでいる人）

ほかにも要件がありますので、く
わしくは、お問い合わせください。
【支給額】
単身世帯は 4 万 1,000 円以内。複

数世帯は 5 万 3,000 円以内
【支給期間】
6 カ月以内
【申込・問合せ先】
社会福祉課（☎ 64-1371）

市は、第 2 期地域福祉計画の策定
を進めています。その素案がまとま
りましたので、みなさんからの意見
を募集（パブリックコメント）しま
す。

同計画は、支援を必要とする人を
地域全体で支え、誰もが住み慣れた
地域でその人らしい自立した生活が
送れるような仕組みをつくる計画で
す。
【計画期間】
平成 24 年度～同 28 年度
【対象】
▼市内に在住する人▼福祉サービ

スを利用している人の家族▼関係者

【資料閲覧方法・場所】
市ホームページ・社会福祉課・社

会福祉センター・北部住民センター・
中部住民センター・三山木福祉会館・
中央図書館
【応募方法】
▼資料閲覧場所にある意見募集用

紙を持参・郵送・℻してください▼市
ホームページから電子メールで送信
してください
【応募期間】
2 月 10 日㈮～ 3 月 9 日㈮（必着）
【応募・問合せ先】
社 会 福 祉 課（ ☎ 64-1371、 ℻

63-5777）



得
者
…
▼
平
成
２３
年
中
の
給
与
の
収
入
金
額
が

２
千
万
円
を
超
え
る
▼
給
与
を
１
カ
所
か
ら
受

け
、
給
与
所
得
や
退
職
所
得
以
外
の
所
得
の
合

計
額
が
２０
万
円
を
超
え
る
▼
給
与
を
２
カ
所
以

上
か
ら
受
け
、
年
末
調
整
さ
れ
な
か
っ
た
給
与

の
収
入
金
額
と
給
与
所
得
や
退
職
所
得
以
外
の

所
得
の
合
計
額
が
２０
万
円
を
超
え
る
②
公
的
年

金
等
の
雑
所
得
の
み
の
人
（
※
注
）
…
公
的
年

金
等
の
雑
所
得
の
合
計
額
が
所
得
控
除
の
額
を

超
え
る
③
①
②
以
外
の
所
得
が
あ
る
人
…
平
成

２３
年
中
の
各
種
所
得
の
合
計
額
が
所
得
控
除
の

合
計
額
を
超
え
、
そ
の
金
額
か
ら
計
算
し
た
税

額
が
配
当
控
除
額
を
超
え
る

【
市
役
所
で
の
確
定
申
告
】

日
時
＝
２
月
１６
日
㈭
～
３
月
１５
日
㈭
午
前
９

時
～
午
後
４
時
（
土
・
日
曜
日
を
除
く
）

場
所
＝
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ホ
ー
ル

対
象
＝
▼
給
与
所
得
者
で
中
途
退
職
し
た
人
、

パ
ー
ト
・
ア
ル
バ
イ
ト
で
年
末
調
整
が
済
ん
で
い

な
い
人
▼
公
的
年
金
等
の
雑
所
得
だ
け
の
人（
※

注
）▼
給
与
と
公
的
年
金
等
の
あ
る
人
▼
給
与
を

２
カ
所
以
上
か
ら
受
け
て
い
る
人
な
ど

申
告
で
き
る
内
容
＝
給
与
所
得
・
雑
所
得（
公

的
年
金
等
）・
青
色
申
告
以
外
の
農
業
所
得
で
赤

字
を
ほ
か
の
所
得
と
損
益
通
算
せ
ず
、
収
支
内

＜ 4＞＜ 5＞ 平成24年（2012年）2月1日

市は、市民のみなさんにお昼のひとときを
音楽で楽しんでもらうため、第 46 回市民ふ
れあいロビーコンサートを開きます。

今回は、インドネシアの民族楽器アンクル
ンの演奏です。どなたでも自由に鑑賞できま
すので、多彩な音のハーモニーを聴きにお越
しください。
日時＝ 2 月 15 日㈬午後 0 時 20 分～ 0 時

50 分
場所＝市役所 2 階市民ロビー
出演＝ラサ・サヤン
曲目＝ イ ン ド ネ シ ア 音 楽 よ り「RASA 

SAYANGE」「SIAPA SURUH DATANG 
JAKARTA」、さよならの夏～コクリコ坂か
ら～、夢をかなえて ドラえもん、マル・マル・
モリ・モリ！、見上げてごらん夜の星を、川
の流れのように
問合せ先＝企画管理課（☎ 64-1310）

市
は
、
家
庭
ご
み
を
収
集
す
る
本
市
ご

み
収
集
車
へ
掲
載
す
る
平
成
２４
年
度
分
の

有
料
広
告
を
募
集
し
ま
す
。

市
の
ご
み
収
集
車
に
掲
載
す
る
広
告

は
、
幹
線
道
路
の
ほ
か
住
宅
地
・
団
地
内

を
走
り
、
市
民
の
目
に
触
れ
る
機
会
が
多

い
効
果
的
な
移
動
広
告
で
す
。

企
業
名
・
商
品
の
Ｐ
Ｒ
、
イ
メ
ー
ジ

ア
ッ
プ
な
ど
に
広
告
を
掲
載
し
て
み
ま
せ

ん
か
。

規
格
＝
縦
４５
㎝
×
横
１
１
０
㎝
の
マ
グ

ネ
ッ
ト
シ
ー
ト

掲
載
位
置
＝
ご
み
収
集
車
の
荷
箱
部

分
。
両
側
で
１
枠
と
し
ま
す

掲
載
料
（
１
枠
）
＝
月
額
３
千
円

掲
載
期
間
＝
４
月
～
平
成
２５
年
３
月
。

１
カ
月
単
位

な
お
、
広
告
物
の
作
成
・
貼
付
・
撤
去

は
広
告
主
が
行
っ
て
く
だ
さ
い
。

募
集
枠
数
＝
４
枠

申
込
方
法
＝
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
・
清
掃

衛
生
課
・
甘
南
備
園
に
あ
る
申
込
書
に
、

広
告
の
原
稿
・
必
要
書
類
（
事
業
内
容
が

分
か
る
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
・
資
格
ま
た
は
免

許
を
証
明
す
る
書
類
の
写
し
な
ど
）
を
添

え
て
、
提
出
し
て
く
だ
さ
い

な
お
、
ご
み
収
集
を
広
告
主
が
行
っ
て

い
る
と
誤
解
さ
れ
る
よ
う
な
表
現
の
広
告

は
掲
載
で
き
ま
せ
ん
。

し
め
き
り
＝
２
月
２９
日
㈬

申
込
・
問
合
せ
先
＝
清
掃
衛
生
課
（
☎

６８
・
１
２
８
８
）

◆
所
得
税
の
確
定
申
告
◆

日
時
＝
２
月
１
日
㈬
～
３
月
１５
日
㈭
午
前
９

時
～
午
後
５
時
（
土
・
日
曜
日
を
除
く
。
２
月

１９
日
㈰
・
２６
日
㈰
は
開
設
し
ま
す
）。
会
場
の
都

合
に
よ
り
、
午
後
４
時
ご
ろ
ま
で
に
お
越
し
く

だ
さ
い

な
お
、
２
月
１５
日
㈬
以
前
は
、
還
付
申
告
に

限
り
ま
す
。

場
所
＝
鹿
六
４
階
（
宇
治
市
大
久
保
町
井
ノ

尻
５６
・
１
〈
宇
治
税
務
署
向
か
い
〉）

確
定
申
告
が
必
要
な
主
な
人
＝
①
給
与
所

所
得
税
の
確
定
申
告
、
市
・
府
民
税
の

申
告
期
間
は
、
２
月
１６
日
㈭
か
ら
３
月
１５

日
㈭
ま
で
で
す
。
期
間
後
半
は
混
雑
し
ま

す
の
で
、事
前
に
必
要
な
書
類
を
用
意
し
、

で
き
る
だ
け
早
め
に
提
出
し
ま
し
ょ
う
。

く
わ
し
く
は
、
２
月
１
日
発
行
の
「
市

税
だ
よ
り
」
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

問
合
せ
先
＝
▼
税
務
課
（
☎
６４
・

１
３
１
７
）
▼
宇
治
税
務
署
（
☎
４４
・

４
１
４
１
）

今月は、水菜を使った
サラダを紹介します。ド
レッシングは身近にある
材料を混ぜるだけ。簡単
に作れて彩りも美しい旬
の一品です。
【作り方】
①水菜は洗って適当な

大きさに切る。
②にんじんは皮をむ

き、千切りにする。
③水菜・にんじんをさっとゆでる。
④スイートコーン缶はざるに上げ、水気を切る。
⑤ごまをすり鉢ですり、ドレッシングの材料と合わせる。
⑥水菜・にんじん・コーンを⑤であえる。
水菜・にんじんはゆがいた後に水気をよく搾ってからあ

えることで、水っぽくならずおいしくいただけます。
すり鉢がない場合は、ごまを指先でひねりつぶし「ひね

りごま」にして加えると香りが立ちます。

市は、ごみとして出され
た樹木の枝や葉などを細か
くチップ化し、無料配布し
ます。

自然発酵させた樹木チッ
プは、土の保湿や雑草防止
効果があり、家庭菜園や
ガーデニングに利用できま
す。
日時＝ 2 月 26 日㈰午前

9 時～午後 3 時
場所＝環境衛生センター

天王碧水園
対象＝市内に在住する人
配布量＝車 1 台につき 5

袋程度（1 袋 45ℓ）

申し込み状
況で配布量が
変わります。
申込方法＝

往 復 ハ ガ キ
の 往 信 用 に、

「チップ希望」・住所・氏名・
電話番号を、返信用に住所・
氏名を書いて郵送してくだ
さい
しめきり＝ 2 月 15 日㈬
申込・問合せ先＝環境

衛 生 セ ン タ ー 甘 南 備 園
（〒 610-0331 京田辺市田辺
ボケ谷 58、☎ 62-4328）

市
は
、
大
住
・
普
賢
寺
の
両

児
童
館
で
親
子
教
室
を
開
き
ま

す
。期

間
＝
４
月
１７
日
㈫
～
７
月

６
日
㈮

ク
ラ
ス
・
対
象
・
内
容
な
ど

＝
下
表
の
と
お
り

申
込
方
法
＝
往
復
ハ
ガ
キ
の

往
信
用
に
、
参
加
希
望
ク
ラ
ス

（
曜
日
と
午
前
か
午
後
）・
住
所
・

親
子
の
氏
名
（
ふ
り
が
な
）・

子
ど
も
の
性
別
と
生
年
月
日
・

電
話
番
号
・
初
め
て
参
加
す
る

人
は
「
初
め
て
の
参
加
」
を
、

返
信
用
に
住
所
・
氏
名
を
書
い

て
、
希
望
す
る
児
童
館
に
郵
送

し
て
く
だ
さ
い

初
め
て
参
加
す
る
人
を
優
先

し
ま
す
が
、
多
数
の
場
合
は
３

月
１４
日
㈬
午
後
１
時
３０
分
か
ら

抽
選
し
ま
す
。
結
果
は
ハ
ガ
キ

で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。
ど
ち
ら

か
の
児
童
館
の
教
室
に
参
加
し

た
こ
と
が
あ
る
場
合
は
、「
初

め
て
」
と
は
な
り
ま
せ
ん
。

な
お
、
同
年
齢
ク
ラ
ス
で
、

両
方
の
児
童
館
に
応
募
す
る
と

無
効
に
な
り
ま
す
。

し
め
き
り
＝
２
月
１８
日
㈯

（
当
日
消
印
有
効
）

申
込
・
問
合
せ
先
＝
▼
大
住

児
童
館（
〒
６
１
０
・
０
３
４
３

京
田
辺
市
大
住
内
山
７
、
☎

６８
・
２
２
２
５
）
▼
普
賢
寺
児

童
館
（
〒
６
１
０
・
０
３
２
３

京
田
辺
市
水
取
門
田
６
・
３
、

☎
６５
・
０
１
５
３
）

エネルギー

たんぱく質

脂質

カルシウム

98kcal

2.5g

6.3g

146㎎
食物繊維
2.6g
塩分
0.7g

◆栄養価（1人分）

水菜は、江戸時代前から京
都を中心に栽培されてきまし
た。柔らかい水菜は、生でも
おいしくシャキシャキとした
食感が楽しめます。

また、カルシウム・食物繊
維が豊富で、カルシウムはほ
うれん草の約 4 倍も含まれて
います。

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ホ
ー
ル

に
、
い
ろ
い
ろ
な
生
き
物

の
部
屋
が
連
な
る
建
物
が

出
現
。
１
月
１３
～
１５
日
、

市
立
幼
稚
園
絵
画
展
が
開

か
れ
ま
し
た
。

８
園
に
通
う
３
～
５
歳

児
７
５
１
人
の
個
性
が
光

る
絵
な
ど
が
並
び
、
初
日

に
は
自
分
た
ち
の
作
品
の

出
来
栄
え
を
見
る
た
め
、

三
山
木
・
草
内
・
薪
・
田

辺
幼
稚
園
の
園
児
が
訪
れ

ま
し
た
（
＝
写
真
）。

５
歳
児
製
作
コ
ー
ナ
ー

で
は
、
絵
本
「
１
０
０
か

い
だ
て
の
い
え
」
の
世
界

を
再
現
し
ま
し
た
。
物
語

に
登
場
す
る
ミ
ツ
バ
チ
・

カ
エ
ル
な
ど
生
き
物
の
部

屋
の
ほ
か
、
宇
宙
を
テ
ー

マ
に
作
ら
れ
た
部
屋
も
。

各
園
か
ら
作
品
を
会
場

に
持
ち
寄
り
、
階
段
や
は

し
ご
な
ど
で
つ
な
い
だ
大

き
な
こ
の
作
品
は
、
来
場

者
の
注
目
を
集
め
て
い
ま

し
た
。

▼申告する人の印鑑
▼生命保険料・地震保険料控除証明書
▼国民年金保険料控除証明書
▼国民健康保険税・後期高齢者医療保険料・
介護保険料の支払金額が分かるもの
▼各種証明書（給与・公的年金等の源泉徴
収票、収支内訳書、領収書、証明書など）
▼所得税が還付となる場合は、金融機関な
どの口座番号が分かるもの
▼前年分の確定申告書の控え
▼以前、各確定申告会場のパソコンで申告
した人は、お知らせハガキと利用者識別番
号などの通知

訳
書
が
作
成
済
み
の
も
の

市
職
員
で
は
判
断
が
難
し
い
申
告
は
、
鹿
六

で
申
告
を
お
願
い
す
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

（
※
注
）
平
成
２３
年
分
の
確
定
申
告
か
ら
、

公
的
年
金
等
の
収
入
金
額
が
４
０
０
万
円
以
下

で
、
公
的
年
金
等
の
雑
所
得
以
外
の
所
得
が

２０
万
円
以
下
の
場
合
は
、
所
得
税
の
確
定
申
告

が
不
要
に
な
り
ま
し
た
。
た
だ
し
、
所
得
税
の

還
付
を
受
け
る
た
め
に
は
、
確
定
申
告
書
を
提

出
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

な
お
、
所
得
税
の
確
定
申
告
が
不
要
な
場
合

で
も
、
市
・
府
民
税
の
申
告
は
必
要
で
す
。

◆
市
・
府
民
税
の
申
告
◆

日
時
＝
２
月
１６
日
㈭
～
３
月
１５
日
㈭
午
前
９

時
～
午
後
４
時
（
土
・
日
曜
日
を
除
く
）

場
所
＝
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ホ
ー
ル

対
象
＝
平
成
２４
年
１
月
１
日
に
市
内
に
在
住

し
、
前
年
中
に
所
得
が
あ
る
人

市
内
に
住
む
親
族
の
税
法
上
の
扶
養
親
族
に

入
っ
て
い
な
い
人
・
所
得
証
明
が
必
要
な
人
・

国
民
健
康
保
険
加
入
者
な
ど
で
、
平
成
２３
年
中

に
所
得
が
な
い
場
合
は
、
所
得
が
な
か
っ
た
と

い
う
申
告
が
必
要
で
す
。

な
お
、
所
得
税
の
確
定
申
告
書
を
提
出
す
る

人
・
給
与
を
１
カ
所
か
ら
受
け
、
そ
の
支
払
い

先
か
ら
年
末
調
整
済
み
の
給
与
支
払
報
告
書
を

市
に
提
出
し
て
い
る
人
の
申
告
は
不
要
で
す
。

◆
申
告
は
ｅ
︲
Ｔ
ａ
ｘ
が
便
利
◆

パ
ソ
コ
ン
が
あ
る
人
は
、
国
税
庁
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
の
確
定
申
告
書
等
作
成
コ
ー
ナ
ー

（http://www.nta.go.jp/

）
を
利
用
す
る
と
、

自
宅
で
簡
単
に
申
告
書
を
作
成
で
き
ま
す
。
ま

た
、
ｅ
︲
Ｔ
ａ
ｘ
を
利
用
し
電
子
送
信
す
る
こ

と
も
で
き
ま
す
。
事
前
手
続
き
が
必
要
で
す
の

で
、
く
わ
し
く
は
ｅ
︲
Ｔ
ａ
ｘ
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

（http://www.e-tax.nta.go.jp

）
を
ご
覧
く
だ

さ
い
。

作
成
し
た
申
告
書
を
印
刷
す
れ
ば
、
郵
送
や

税
務
署
の
時
間
外
文
書
収
受
箱
へ
の
投
函
で
も

提
出
で
き
る
の
で
便
利
で
す
。
確
定
申
告
の
手

引
き
や
前
年
分
の
申
告
書
の
控
え
を
参
考
に
作

成
し
ま
し
ょ
う
。



平成24年（2012年）2月1日 平成24年（2012年）2月1日 ＜ 6＞＜ 7＞

経済センサス－活動調査
調査票の提出を
総務省・経済産業省は、2月 1日
を調査期日として経済センサス -活
動調査を行っています。一部の事業
所や企業を除き、調査員が訪問しま
すので、調査票の提出をお願いしま
す問▼経済センサス -活動調査コー
ル セ ン タ ー（ ☎ 0120-44-1034
〈フリーダイヤル〉、IP 電話は☎
03-6830-1034〈 有料〉。受け付
けは 9 時～ 21 時）▼総務室（☎
64-1337）

子ども手当
10 月以降に子ども手当を申請し、
新たに認定された人（公務員を除く）
は、2 月期分（10 ～ 1 月分）を 2
月 10 日㈮～ 17 日㈮に振り込みま
すので、ご確認ください。なお、申
請がまだの人は、3月 31 日㈯まで
に手続きをしてください問こども福
祉課（☎ 64-1376)

健康づくり推進
協議会の傍聴
2 月 16 日㈭ 14時～ 16時、保健
センタ－ 10人。多数の場合は抽
選 当日 13 時 30 分までに来所問
健康衛生課（☎ 64-1335）

男性のための電話相談
2月28日㈫19時～21時 仕事・
配偶者との関係などで悩みやストレ
スを抱えていませんか。男性の悩み
を男性の専門相談員がお聴きしま
す。相談電話番号＝ 65-3727。秘
密は厳守しますので、安心して電話
してください問市民参画課（☎
64-1314）

就学通知書が
届かない人はご連絡を
教育委員会は、４月に市立小・中
学校へ入学予定の子どもの保護者
に、就学通知書を郵送しました。就
学通知書がまだ届いていない人は、
すぐにご連絡ください。なお、京田
辺市立小・中学校以外の学校へ入学
する場合は、就学通知書・入学許可
書・印鑑を持参し、3月 30 日㈮ま
でに区域外入学届の手続きをしてく
ださい問学校教育課（☎ 64-1392）

節電しながら
温暖化防止
エネルギーの無駄を省き、地球温
暖化を防止するためには、日ごろの
ちょっとした心掛けや工夫が有効で
す。家庭でできる省エネ対策のうち、
節電にも役立つ取り組みを紹介しま
す。体調に十分注意して、引き続き
節電にご協力をお願いします▼照明
を使う時間を短くする▼テレビを見
る時間を短くする▼電気ポットや
炊飯ジャーでの
保温をやめる▼
保温便座の設定
温度を下げ、使
わないときは便
座のふたを閉め
る▼窓や床に断
熱シートを貼り、

カーテンやブラインドを閉める▼重
ね着をする▼湯たんぽ・ひざ掛けを
活用する▼暖房の温度設定を控えめ
にする（目安は 20℃）▼扇風機な
どを使い、天井付近の暖かい空気を
室内に循環させる▼暖房を使う時間
を短くする問環境課（☎ 64-1366）

猫との暮らしを考えよう
不幸な猫を増やさないために、猫
を飼う場合は室内で飼うようにし、
無責任な餌付けはやめましょう。餌
を与えることで近所に猫が集まり、
子猫が増え、周囲にふんが散乱して、
多くの人の生活に影響を与えること
になります。また、野良猫が寄って
来ないよう自衛策を講じる場合も、
猫をみだりに傷つけることは絶対に
やめましょう。猫を好む人も好まな
い人も、猫のいる地域でのよりよい
暮らしを考えてみましょう問健康衛
生課（☎ 64-1335）

宝くじ助成事業を活用
東林区は、コミュニティ活動の充
実を図るため、平成 23年度コミュ
ニティ助成事業を活用し、ノートパ
ソコン・プリンター・コピー機・プ
ラズマテレビ・DVD・デジタルカ
メラ・FAX電話機・加湿空気清浄機・
サイクロン掃除機・冷蔵庫・エアコ
ンなどを購入しました。この事業は、
㈶自治総合センターが、地域社会の
健全な発展を図るとともに宝くじの
社会貢献広報を目的として行ってい
る助成事業で、みなさんが購入した
宝くじの収益金が財源となっていま
す問市民参画課（☎ 64-1314）

デイジー講習会
2 月 7 日㈫・14 日㈫・21 日㈫、
3 月 13 日 ㈫ 13 時 30 分 ～ 15 時
30 分、中央図書館 視覚に障がい
のある人 デイジー（デジタル録音
図書再生機）の操作を学びます 各
先着 5人 無料 各講習日の前日
まで。定員に満たない場合は、当日
申し込みも可問京都府視覚障害者協
会京田辺支部・岡井（☎ 65-3045）

知事と新入学児童の
つどい
3 月 4 日㈰ 10 時 30 分～ 14 時
30 分、京都テルサ西館（京都市）
今春小学校に入学する母子・父子

家庭の親子 知事と一緒にレクリ
エーション・記念品の贈呈・講演会
など 無料 ハガキに「新入学児童
のつどい参加希望」・住所・☎・保
護者氏名・新入学児童と同行する兄
弟姉妹の氏名・フリガナ・生年月日・
性別・自宅の最寄り駅・参加人数を
書いて、2月 13 日㈪（必着）まで
に郵送問▼母子家庭＝京都府母子寡
婦福祉連合会（☎ 075-223-1360）
▼父子家庭＝京都府民生児童委員協
議会（☎ 075-256-7083）。いずれ
も〒 604-0874 京都市中京区清水
町 375 京都府立総合社会福祉会館
内

ひだまりの会
2月 21日㈫13時 20分～15時、
府立洛南寮 市内に在住する高齢者
歌や簡単なゲームなど 無料 2

着物リフォーム教室
2 月 16 日㈭・23日㈭ 13時から、
環境衛生センター甘南備園リサイク
ルプラザ 着物をおしゃれ襟付きマ
ントに変身させましょう 先着４人
300 円 2 月 6 日㈪ 9 時 30 分

から☎で申し込み問京田辺エコパー
クかんなび（☎ 27-5839）

思春期懇談会「なごみ」
2 月 9 日㈭ 10 時 15 分～ 12 時、
女性交流支援ルーム 思春期の子ど
もの保護者など 講演・懇談会。テー
マ＝思春期の心とからだをみつめ
て。講師＝上級思春期相談士の廣澤
真奈巳さん 10人 無料 ☎で申
し込み問女性交流支援ルーム（☎
65-3709）

お父さんの料理教室
2 月 28 日㈫ 10時～ 13時、中央
公民館 カラダいたわり和食（焼鮭
の南蛮酢かけ・豆乳と野菜のみそ汁
など）。エプロン・三角巾・ハンド
タオル・布巾 2 枚・筆記用具を持

参 先着 24 人
800 円 2 月 15
日㈬までに☎で申
し込み問▼京田辺
ネットワークの会
かがやき（中央公
民 館 内、 ☎
62-2552）▼高橋
（☎ 62-0230）

おいしくいただくために
① 3 月 1 日㈭ 10 時～ 11 時 30
分 離乳食について② 3月 15 日㈭
10時～ 11時 30 分 幼児食につい
て。いずれも中央公民館 市内に在
住し家庭で育児をする親子 各先着
20 組 ☎で申し込み。申込期間＝
① 2月 15 日㈬～ 24 日㈮② 3 月 2
日㈮～ 9日㈮問地域子育て支援セ
ンター河原保育所（☎ 62-3511）。
平日 9時～ 16時

パパさんDAY
ミニ運動会
2月 25日㈯10時～11時 30分、
大住児童館 1・2 歳児（平成 20
年 4 月 2 日～同 21 年 4 月 1 日生）
の子どもと父親 ダンス・かけっこ・
バルーンで、お父さんと一緒に体を
動かそう。タオル・飲み物・上靴を

持参 先着 20 組
2 月 15 日 ㈬ 16 時
までに来館か☎で申
し込み問大住児童館
（☎ 68-2225）

京都府くらしの安心
推進員養成研修
2月 20日㈪13時 30分～16時、
社会福祉センター 弁護士・消費生
活相談員による講演（テーマ＝①く
らしに活かす法律の基礎知識②消費
者トラブルについて）、食品表示に
関する研修。京都府に推進員として
登録した人は、地域の安心・安全な
消費生活をめざす活動に協力いただ
きます 2月 16 日㈭までに☎かＦＡＸ
で申し込み問産業振興課（☎
64-1319、ＦＡＸ 64-1359）

古文書を読む会
2 月 18 日㈯ 9 時 30 分～ 12 時、
社会福祉センター 講師＝ふるさと
ミュージアム山城の伊藤太さん・精
華町教育委員会の中川博勝さん
200円問京田辺市郷土史会・岡山（☎
63-2244）

普通救命講習
2 月 18 日㈯ 9 時～ 12 時、消防
署北部分署 AED（自動体外式除
細動器）を使った心肺蘇生の講習。
一定レベル以上の技術を習得した人
には修了証を発行します 10人
無料 前日までに☎で申し込み問▼
消防署（☎ 63-1125）▼消防署北
部分署（☎ 65-0119）

学研都市就職フェア
2 月 21 日㈫ 13 時～ 16 時 30 分

（受け付けは 12 時 30 分から）、け
いはんなプラザ（精華町） 仕事を
探している人。転職を考えている人・
卒業予定の人など 企業と求職者の
雇用マッチングの機会を創るため、
京田辺市・木津川市・精華町・ハロー
ワーク・けいはんな学研都市活性化
促進協議会が合同で開きます。企業
との面接、採用情報、適職診断、就
職支援セミナー、新卒者・卒業予定
者への就職相談など就職に役立つ
コーナーがあり、京田辺市・木津川
市・精華町などの企業を中心に約
20 社が参加を予定しています（参
加企業名は 2週間前から京田辺市
で公開予定）。なお、面接を希望

する人は履歴書を複数枚持参。無料
駐車場あり 無料問産業振興課（☎
64-1319）

そよかぜSANで
一時託児
2 月 27 日㈪ 13時～ 17時、そよ
かぜ幼稚園 未就園児 一時託児
10 人 無料 2 月 23 日㈭までに
☎で申し込み問そよかぜ幼稚園（☎
63-0950）

子育てサロン
2 月 24 日㈮ 10 時～ 11 時 40 分

（受け付けは 9時 30 分から）、北部
住民センター 大住保育園児の演
奏・親子遊び・保健師の子育てワン
ポイントアドバイス・交流会・遊び
コーナーなど 無料問松井山手・大
住民生児童委員協議会▼西村さなえ
（ ☎ 62-0339） ▼ 島 谷 千 織（ ☎
65-5427）

ＪＲふれあいハイク
2 月 25 日㈯ 9時 45 分から、JR
京田辺駅集合（15時30分ごろ解散）

トレーニングルーム
利用講習会
田辺中央体育館トレーニングルー
ムを利用するには、講習会の受講が
必要です▼ 2月 12日㈰ 10時～ 12
時▼ 3 月 11 日㈰ 10 時～ 12 時、
いずれも田辺中央体育館 市内に在
住・通勤・通学する15歳以上の人（中
学生を除く） 1,000 円 各回と
も 7 日前までに申込書を持参か、
往復ハガキの往信用・ に、「トレー
ニング講習会希望」・住所・氏名（ふ
りがな）・年齢・☎・受講希望日・
勤務先または学校名（市外の人）を
書いて申し込み。ハガキは返信用に
住所・氏名を書いてください。 は
タイトルを「トレーニング講習会希
望」とし、申し込み後 7日以内に
返信がない場合は☎で問い合わせて
く だ さ い 問 田 辺 中 央 体 育 館
（〒 610-0331 京田辺市田辺丸山
19、 ☎ 62-1501、 gym@
kyotanabe.jp）

スポーツに親しむ日
2 月 18 日㈯ 9 時 30 分～ 12 時、
田辺中央体育館 バドミントン・卓
球・ミニバスケット・跳び箱・ミニ
トランポリン・カローリング・ショー
トテニスなどを楽しむことができま
す 100 円（小学生未満無料）問
田辺中央体育館（☎ 62-1501）

市民駅伝競走大会に
ご協力・ご声援を
教育委員会とNPO法人京田辺市
社会体育協会は、2 月 19 日㈰ 10
時から 12 時ごろまで、第 28 回京
田辺市民駅伝競走大会を開きます。
公道がコースとなりご迷惑をお掛け
しますが、選手の安全確保のため、
通行や駐車の自粛などにご協力くだ
さい。また、選手の応援もお願いし
ます問▼社会体育課（☎ 64-1394）
▼NPO法人京田辺市社会体育協会
（☎ 29-9008）

コース＝ JR京田辺駅→薪神社→
甘南備山→北部住民センター（大住
隼人舞の放映）→月読神社→ JR大
住駅（約 10km）。市ボランティア
ガイドが案内します 200 円 ☎
かＦＡＸで申し込み問京田辺市観光案内
所（☎ 68-2810、ＦＡＸ 68-2817）

ﾌｧﾐﾘｰｻﾎﾟｰﾄｾﾝﾀｰ
会員登録会
2 月 26 日㈰、中央公民館▼説明
会（10時 30 分～ 12時）▼講習会
（13 時～ 16 時 30 分） 子育てを
援助したい人や、援助を受けたい人
地域で子育て相談援助活動支援を

行っているファミリーサポートセン
ターの会員登録説明会・講習会。会
員登録を希望する人は顔写真 2枚
（縦3㎝×横2㎝。スナップ写真可）・
印鑑を持参 保育を希望する人は事
前にお知らせください問京田辺市
ファミリーサポートセンター（☎
62-1175）

上級救命講習
2 月 26 日㈰ 9 時～ 17 時、消防
署 AED（自動体外式除細動器）
を使った成人・小児・乳児に対する
心肺蘇生、傷病者の管理法、外傷の
手当要領、搬送法の講習。一定レベ
ル以上の技術を習得した人には修了
証を発行します 15人 無料 前
日までに☎で申し込み問▼消防署
（☎ 63-1125）▼消防署北部分署（☎
65-0119）

第10回ふれあいまつり
3 月 3 日㈯ 10 時～ 15 時、社会
福祉センター 市内で活動するボラ
ンティアグループによる体験コー
ナー・展示・模擬店・ステージ発表
など問京田辺市ふれあいまつり実行
委員会（社会福祉協議会内、☎
62-2222）

第九コンサート
11 月 3日㈷ 13時 30分から、同
志社女子大学新島記念講堂 市内に
在住し、楽譜が読める人 同志社女
子大学音楽学科のオーケストラで、
ベートーベンの交響曲「第九」など
を歌います 10,000 円。大学生以
下は楽譜代のみ 文化協会にある申
込書を 3月 25 日㈰ 10 時～ 12 時、
3 月 31 日㈯ 10 時～ 15 時（12 時
～13時を除く）に北部住民センター
へ持参問▼文化協会（中央公民館内、
☎ 62-2552）▼音楽連盟・羽場（☎
63-3452）

自衛官採用試験
自衛官を募集します 募集種目・
受付期日・試験期日・資格は、上表
のとおり問宇治地域事務所（☎
44-7139）

月 16 日㈭までに☎で申し込み問社
会福祉協議会（☎ 62-2222）

ひとり親家庭のつどい
2 月 19 日㈰、社会福祉センター
①祝い励ます会（10 時から）＝
今春小学校に入学する母子・父子家
庭の親子 記念品（ランリュックな
ど）の贈呈②親子ふれあいのつどい
（10 時 30 分から）＝ 京都産業大
学生によるダブルダッチのパフォー
マンスショー・餅つき大会。新入学
児童がいないひとり親家庭も参加で
きます ②に参加希望の場合は、2
月 17 日㈮までに☎で申し込み問▼
こども福祉課（☎ 64-1376）▼社
会福祉協議会（☎ 62-2222）

障がい児（者）との
共生を求める集い
2 月 28 日㈫ 14 時 30 分～ 16 時
30 分、中央公民館 テーマ＝人間
の可能性を信じて～地域ネットワー
クづくりを通じて～。講師＝共働
Space ふくろう工房管理者の林剛
さん。保育ルーム・手話通訳・要約
筆記があります問学校教育課（☎
64-1392）

高等学校奨学金の申請
京都府は、高等学校就学に必要な
経費を支給します 市町村民税非課
税世帯で、母子・父子・障がい者・
長期療養者世帯の子ども（生活保護
世帯や、母子・父子世帯で 20 歳以
上 65 歳未満の同居者がいる場合を
除く）問山城北保健所綴喜分室（☎
63-5747）
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男女共同参画の視点から、さ
まざまな分野で活躍する人を紹
介しています。

今号は、農業委員として地域
の農業振興に奮闘している女
性。本市には女性農業委員が３
人おられますが、今回紹介する
山下さんは、昨年、女性として
初めて立候補により委員に選出
されました。
－農業委員としてどのような
仕事をされていますか－

優れた農地の確保と有効利用
を進めるための業務や、地域農
業振興のための活動をしていま
す。また、広報アイデア委員会
に属し、女性の視点でアイデア
を出しながら、農業委員会の広
報作成にも携わっています。
－就任されて約半年が経ちま
したが、ご苦労も多いのでは－

型にはまらず、自分にできる
ことをしようと思っています。
委員は男性が多いですが、女性
だからといって困ることはあり
ません。ただ、専門用語が分か
らないことがよくあり、周りの
委員に教えてもらっています。
とにかく勉強ですね。知らな
かったことを知ることができ、

自分にとってプラスになってい
ます。
－これからの抱負を聞かせて
ください－

農産物の食品加工・流通販売
を進め、さらに農業を活性化し
たいです。また、旬野菜を使っ
た料理の紹介をするなど、毎日
の食卓に旬の地場野菜を採り入
れてもらえるよう、地産地消の
ネットワークも作りたいです
ね。
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広報京たなべは、古紙を配合した再生紙を使用しています。

【鬼の暴れぬ一年でありますように】

おはなし会
▼ 2 月 11 日㈯…ホレばあさん▼ 15 日

㈬…ゆきだるまのあたま▼ 18 日㈯…大工
と鬼六▼ 25 日㈯…岩くだきと堂せおいと
知恵もん▼ 29 日㈬…ふしぎな家▼ 3 月 3
日㈯…貧乏神

水曜日は午後 3 時
30 分 ～ 4 時、 土 曜
日は午後 3 時～ 3 時
30 分。

ギャラリー
▼子ども絵てがみ展：中央図書館＝ 2 月

5 日㈰まで▼「薪と火の信仰」および薪と
文化委員会の活動：薪区文化委員会＝ 2 月
7日㈫～12日㈰▼京田辺市社協ボランティ
アセンター活動展：京田辺市社会福祉協議
会＝ 2 月 14 日㈫～ 19 日㈰▼日本年金者
組合京都綴喜支部第 5 回作品展：日本年
金者組合京都綴喜支部＝ 2 月 21 日㈫～ 26
日㈰（24 日㈮を除く）▼にじみ絵展：そ
よかぜ幼稚園＝ 2 月 28 日㈫～ 3 月 4 日㈰

おはなし会
▼ 2 月 4 日㈯…ゆきむすめ▼ 11 日㈯…

天福地福▼ 18 日㈯…だめといわれてひっ

こむな▼ 22 日㈬…
のびるのびーる▼ 25
日㈯…北風をたずね
ていった男の子▼ 3
月 3 日㈯…うそのた
ね本

水曜日は午後 3 時 30 分～ 4 時、土曜日
は午前 11 時～ 11 時 30 分。

おはなし会
▼ 2 月 8 日㈬…パンケーキ▼ 15 日㈬…

マメ子と魔物
いずれも午後 3 時 30 分～ 4 時。

図書館だより

これまで男性中心だった農業
委員に、女性ならではの視点で
果敢にチャレンジされる山下さ
ん。新しい風を感じました。
問合せ先＝市民参画課（☎

64-1314）

1 月 8 日、消防出初
式が田辺公園多目的運
動広場で行われ、消防
職 員・ 消 防 団 員 な ど
約 340 人が参加しまし
た。

式では、市長式辞や
消防団長訓辞の後、優
良消防団員の表彰が行

われました。また、事
故車両からの救助訓練
や、田辺中学校吹奏楽
部の演奏、はしご車・
ポンプ車からの一斉放
水（＝写真）なども行
われ、会場は見学者か
らの拍手と歓声に沸い
ていました。

石井市長と意見を交換する新成人

農業の振興について、多くの
アイデアを語ってくれました

昨年の展示


